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監査委員（学識委員・議会選出委員）

選挙管理委員会

広域連合議会

徳島中央広域連合組織図

通信指令室

機
械
係

今さらだけど・・・
徳島中央広域連合ってなあに？

A 広域連合制度は、平成６年の地方自治法改正により創設された制度です。

広域連合は、都道府県、市町村、特別区が設置することができ、これらの事務

で広域にわたり処理することが適当であると認められるものに関し、広域

計画を作成し、総合的かつ計画的に処理する特別地方公共団体です。

A ①広域連合の区域における広域行政の推進に関すること。

②介護認定審査会の設置及び運営に関すること。

③消防事務（消防団事務を除く。）に関すること。

④障害者自立支援審査会の設置及び運営に関すること。

救
急
救
助
係

消
防
係

危
険
物
係

消防課

広
報
係

消防本部

？
Q じゃあ、実際「徳島中央広域連合」では、どんな業務を行っているの？？

査
察
係

予
防
係

消防本部総務課

庶
務
係

西消防署

A 阿波市および吉野川市です。

？
Q「徳島中央広域連合」を組織する地方公共団体は？？

？
Q そもそも広域連合とは？？

中消防署

会計管理者

東消防署

副連合長

連合長

障
害
者
自
立
支
援
審
査
係

人
事
教
養
係

事務局総務課

事務局

介
護
保
険
係

企
画
財
政
係

会
計
係

庶
務
係

２



秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と

し
て
、本
年
度
も
徳
島
中
央
広
域
連
合

消
防
本
部
主
催
、阿
北
地
区
危
険
物
安

全
協
会
協
賛
の『
防
火
ポ
ス
タ
ー
原
画

コ
ン
ク
ー
ル
』を
開
催
し
ま
し
た
。

徳
島
中
央
広
域
連
合
管
内（
阿
波
市
・

吉
野
川
市
）の
小
学
校
２４
校
の
４
年
生

お
よ
び
鴨
島
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
か
ら
作
品
の
募
集
を
行

い
、６
６
３
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
、火
の
お
そ
ろ
し
さ
や

火
災
予
防
の
大
切
さ
が
伝
わ
る
す
ば
ら

し
い
作
品
で
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、最
優
秀
賞
に

は
、兼
松
凌
真
く
ん（
伊
沢
小
学
校
）の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
は
、本
年
度
の
防
火
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
、管
内
の
公
共
施
設
な

ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

●
最
優
秀
賞

伊
沢
小
学
校

兼
松

凌
真

●
優
秀
賞

鴨
島
小
学
校

桑
原

琴
音

西
麻
植
小
学
校

三
浦
友
里
江

山
瀬
小
学
校

住
吉

凜
香

川
田
西
小
学
校

村
岡

愛
海

御
所
小
学
校

岡
本

梨
子

●
奨
励
賞

鴨
島
小
学
校

新
居

佑
介

鴨
島
小
学
校

佐
藤
慎
太
朗

鴨
島
小
学
校

明
石

真
心

西
麻
植
小
学
校

渡
部

千
穂

飯
尾
敷
地
小
学
校

四
宮

穂
香

森
山
小
学
校

川
原

伊
織

学
島
小
学
校

鳥
海

空

市
場
小
学
校

木
元

彩
織

市
場
小
学
校

乾

剣

市
場
小
学
校

妹
尾

和
奏

八
幡
小
学
校

住
友

杏
菜

伊
沢
小
学
校

清
水
樹
梨
華

久
勝
小
学
校

深
田
菜
央
香

久
勝
小
学
校

北
原

千
莉

土
成
小
学
校

三
ツ
橋
麻
里

御
所
小
学
校

鵜
飼

夢
都

一
条
小
学
校

上
塚
あ
か
り

一
条
小
学
校

山
縣

樹

柿
原
小
学
校

原
田

真
希

柿
原
小
学
校

小
原

衣
理

●
努
力
賞

鴨
島
小
学
校

北
原

杏
香

鴨
島
小
学
校

山
本

晟
次

鴨
島
小
学
校

清
水

莉
奈

牛
島
小
学
校

藤
井

響
生

森
山
小
学
校

西
田

優
愛

知
恵
島
小
学
校

川
村

忠
士

知
恵
島
小
学
校

前
川

果
穂

●
努
力
賞

上
浦
小
学
校

根
来

香
凪

上
浦
小
学
校

大
櫛

紫
乃

上
浦
小
学
校

近
藤

翔
太

西
麻
植
小
学
校

清
水

優
樹

西
麻
植
小
学
校

梯

杏
音

飯
尾
敷
地
小
学
校

和
泉

希
穂

飯
尾
敷
地
小
学
校

石
原

颯
真

鴨
島
支
援
学
校

瀬
島

優
人

種
野
小
学
校

和
泉

楓
舞

川
島
小
学
校

中
岡
大
空
翔

川
島
小
学
校

真
鍋

笑
莉

学
島
小
学
校

高
田

晶
矢

山
瀬
小
学
校

益
田

拓
実

山
瀬
小
学
校

安
部

誠
人

山
瀬
小
学
校

安
原

真
歩

川
田
小
学
校

武
田

陽
葉

川
田
中
小
学
校

尾
形

薫

川
田
西
小
学
校

横
田

華
佳

林
小
学
校

田
處

優
花

林
小
学
校

酒
巻

昇
馬

林
小
学
校

福
田

龍
生

伊
沢
小
学
校

美
馬

泰
介

伊
沢
小
学
校

伊
澤

花
菜

久
勝
小
学
校

西
渕

明
里

八
幡
小
学
校

正
木

淳

八
幡
小
学
校

吉
本
り
り
か

八
幡
小
学
校

尾
崎

瑠
々

八
幡
小
学
校

太
田

駿
輔

大
俣
小
学
校

三
木

大
雅

大
俣
小
学
校

真
田

芽
衣

土
成
小
学
校

森
本

優
花

土
成
小
学
校

中
川
友
紀
也

土
成
小
学
校

土
井

真
綾

御
所
小
学
校

丹
後

奈
々

御
所
小
学
校

深
見

果
愛

一
条
小
学
校

�
橋

愛
璃

一
条
小
学
校

安
岡

響
介

柿
原
小
学
校

北
尾

千
夏

平成２４年９月１９日に鴨島体育館において選考会を行いました。

第第３３１１回回防防火火ポポススタターー原原画画ココンンククーールル

平成２４年１０月２２日に伊沢小学校の全校朝会で表賞しました。

徳島中央広域連合消防長賞

最優秀賞 兼松 凌真
（伊沢小学校）

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
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第第３３１１回回防防火火ポポススタターー原原画画展展示示会会

防
火
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
１
５
０
点
を
展
示
し

た『
防
火
ポ
ス
タ
ー
原
画
展
示
会
』が
平
成

２４
年
１１
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）の
２
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
庁
舎
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、本

年
度
か
ら
当
連
合
２
階
の
大
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、２
日
間
で
４
９
４
名
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。

庁
舎
を
会
場
に
す
る
こ
と
で
、待
機
中
の

車
両
と
記
念
撮
影
を
し
た
り
、消
火
体
験
や

煙
体
験
な
ど
消
防
署
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４



鵜鵜のの田田尾尾トトンンネネルル防防災災訓訓練練

阿阿波波市市総総合合防防災災訓訓練練

平
成
２４
年
１０
月
３１
日（
水
）に
阿
波
市
土
成
町
の
鵜
の
田
尾
ト
ン
ネ
ル
で
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
訓
練
は
、鵜
の
田
尾
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
災
害
を
想
定
し
、徳
島
お

よ
び
香
川
両
県
、警
察
、消
防
な
ど
の
各
関
係
機
関
が
合
同
で
人
命
救
助
、応
急
処
置
お

よ
び
交
通
規
制
な
ど
の
総
合
的
な
防
災
訓
練
を
行
い
、関
係
機
関
相
互
の
連
携
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、例
年
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
は
、香
川
県
側
の
ト
ン
ネ
ル
内
で

対
向
車
同
士
の
正
面
衝
突
事
故
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、双
方
の
乗
員
を
救
出
後
、出
火

し
た
事
故
車
両
の
消
火
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

移移動動タタンンクク貯貯蔵蔵所所等等にに対対すするる立立入入検検査査

平
成
２４
年
１１
月
７
日

（
水
）に
は
阿
波
市
内
に
お

い
て
、１４
日（
水
）は
吉
野

川
市
内
に
お
い
て
移
動
タ

ン
ク
貯
蔵
所
等
の
立
入
検

査
を
行
い
ま
し
た
。

県
と
警
察
と
合
同
で
、

両
市
内
を
走
行
中
の
移
動

タ
ン
ク
貯
蔵
所
や
危
険
物

運
搬
車
両
、毒
劇
物
運
搬

車
両
お
よ
び
高
圧
ガ
ス
運

搬
車
両
に
つ
い
て
、抜
き

打
ち
で
、適
正
な
輸
送
が

で
き
て
い
る
か
検
査
を
行

い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、例
年
、こ

の
時
期
に
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

平
成
２４
年
１１
月
１８
日
、阿
波
市
の
久
勝
小
学
校
校
舎
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
し

て
阿
波
市
が
主
催
と
な
り
当
消
防
本
部
が
共
催
で
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
大
規
模
地
震
を
想
定
し
、発
災
時
の
避
難
方
法
や
児
童
に

よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、校
舎
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
人
の
救
出
、倒
壊
家
屋
か
ら
の
出
火

対
応
や
救
出
活
動
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
関
係
機
関
は「
阿
波
警
察
署
」、「
自
衛
隊
」、「
日
本
赤
十
字
徳
島
県
本
部
」、「
阿
波

市
医
師
会
」、「
徳
島
県
警
察
歯
科
医
会
」、「
阿
波
市
消
防
団
」、「
久
勝
小
学
校
」、「
阿
波
市

自
主
防
災
組
織
」、「
徳
島
県
消
防
防
災
航
空
隊
」、「
阿
波
市
社
会
福
祉
協
議
会
」、「
阿
波

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」、「
日
赤
阿
波
市
地
区
奉
仕
団
」、「
市
社
会
福
祉
協
議
会

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
」、「
保
健
師
」で
す
。

今
回
の
訓
練
も
多
く
の
関
係
者
の
協
力
に
よ
り
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

５



阿
波
市
と
吉
野
川
市
の
観
光
・
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ

「
阿
波
・
吉
野
川
市
観
光
対
策
協
議
会
」は
、阿
波
市
、吉
野
川
市
、阿
波
市
観
光
協
会
、吉
野
川
市
観
光
協
会
、吉
野
川
商
工
会
議
所
、両
市
の

商
工
会
お
よ
び
徳
島
中
央
広
域
連
合
で
組
織
さ
れ
、圏
域
の
観
光
や
特
産
品
な
ど
の
特
性
を
活
か
し
た
広
域
的
な
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、県
内
外
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
、特
産
品
の
試
食
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
通

し
て
、ふ
る
さ
と
の
味
や
自
然
な
ど
、ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、来
県
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

土

平成２４年

２７
１０

阿波市

吉野川市

・波阿

市川野吉

会議協策対光観

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささささととととととととととととととととととととととのののののののののののののののののののののの
魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力をををををををををををををををををををををを発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

土

平成２４年

１５
９

岡山市北区 JR岡山駅「サンフェスタ岡山」

JR 岡山駅「サンフェスタ岡山」で
観光キャンペーン
岡山市にある JR岡山駅「サンフェスタ岡山」で観光キャンペーンを開催し、阿波

市と吉野川市の特産品の展示・販売や、阿波西高校と吉野川高校の生徒による「商い
甲子園」物産販売など、両市の特産品や観光地などをPRしました。
駅前広場では、龍虎連による阿波踊りや、阿波市観光協会のマスコットキャラク

ター「あわみちゃん」による観光PRパンフレットの配布を行い、駅を利用する人た
ちに両市への来訪を呼びかけました。

愛媛県伊予郡松前町 エミフルMASAKI グリーンコート

愛媛県松前町のショッピング
センターで観光 PR
愛媛県伊予郡松前町にある大型ショッピングセンター「エミフルMASAKI」で観光

PRを行いました。プロジェクターによる吉野川市と阿波市の観光スポットと特産
品の紹介や、梅酒の試飲による美郷梅酒まつりの広報など、ショッピングに訪れた人
たちにPRを行いました。また、舞雀連による阿波踊りの演舞や、マスコットキャラ
クターのヨッピー、ピッピー、あわみちゃんによる「じゃんけん大会」を催し、圏域の
観光資源や特産品などを効果的に紹介しました。

阿波西高校、吉野川高校の生徒たちによる物産販
売コーナー。

駅を利用する多くの人たちが足を止めて阿波踊
りを楽しんでいました。

プロジェクターを使用しながら両市のPRを行
いました。

舞雀連による阿波踊り演舞に２階のお客さんも見
入っていました。

阿波市と吉野川市の特産品の展示・販売を行いま
した。

マスコットキャラ「あわみちゃん」は、大人にも子
どもにも大人気。

愛媛県松前町の「エミフルMASAKI」にて観光
キャンペーンを実施しました。

マスコットキャラによるじゃんけん大会。「じゃ
んけんぽーん！」
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議会費 17万円
諸支出金
134万2,557円(0.1%)

歳出
20億6,735万610円

予備費 0円

　総務費
　1億409万
   8,293円(5.0%)

　消防費
　19億3,262万2,390円
             (93.5%)

　公債費
2,911万7,370円
  (1.4%)

諸収入 200万536円(17.2%)

繰越金 262万2,510円(22.6%)

歳入
1,160万4,858円

　財産収入
　698万1,812円(60.2%)

歳出
824万1,742円

諸支出金 200万円(24.3%)
予備費 0円

　総務費
　624万1,742円(75.7%)

繰越金
　2,906万800円
         (1.4%)財産収入 136万2,557円(0.1%)

国庫支出金 1,072万6千円(0.5%)
使用料及び手数料 72万1,900円

歳入
20億9,513万7,315円

　分担金及び負担金
　19億2,264万1千円(91.8%)

繰入金 1億1,795万5千円
         (5.6%) 諸収入

  1,267万58円
       (0.6%)

■議席の指定について
本議会において徳島中央広域連合議員となられた議員は次のと
おりです。
◆ 工 藤 俊 夫 氏（吉野川市議会 議 長）
◆ � 原 五 男 氏（吉野川市議会 副議長）
◆ 山 下 智 氏（吉野川市議会 議 員）
◆ 藤 原 一 正 氏（吉野川市議会 議 員）

■副議長の選挙について
◆就任 � 原 五 男 氏（吉野川市議会 副議長）

■専決処分の承認を求めることについて
平成２４年度徳島中央広域連合一般会計補正予算（第１号）について

■監査委員（議会選出）の選任について
◆選任 工 藤 俊 夫 氏（吉野川市議会 議 長）

■徳島中央広域連合職員定数条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

■徳島中央広域連合火災予防条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

■平成２３年度徳島中央広域連合一般会計歳入歳出決算認定につい
て

■平成２３年度中央地区広域振興事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

■平成２４年度徳島中央広域連合一般会計補正予算（第２号）について

■財産の取得について
高規格救急自動車および高度救命処置資機材購入契約について

決決決決 算算算算 報報報報 告告告告
平成２４年９月２８日に開催された平成２４年９月徳島中央広域連合議会定例会において、平成２３年度徳島中央広域連合一般会計および特別会計
の決算が承認されました。その概要についてお知らせします。

一般会計

一方、歳出総額は２０億６，７３５
万６１０円であり、消防費【消防業
務に係る経費】として、１９億３，２６２
万２，３９０円、総務費【総務関係業
務、介護認定審査業務および障
害者自立支援審査業務に係る
経費】１億４０９万８，２９３円、公債費
【地方債の元金償還金等】２，９１１
万７，３７０円および諸支出金【財
政調整基金積立金など】１３４万
２，５５７円が主な支出となってい
ます。

平成２３年度における一般会計の決算額は、歳入および歳出とも対前年度比約１．７倍であり、決算額が例年より大幅に増加しています。増加の
主な理由として、平成２３年度は消防本部・東消防署庁舎建設工事（約７億４，３００万円【平成２３年分】）および高機能指令センター整備事業（約１億
３，１００万円）を行ったこと、また、車両老朽化に伴い水槽付消防ポンプ自動車（東消防署）（約３，４００万円）を購入したことなどがあげられます。

中央地区広域振興事業特別会計

一方、歳出としては総務費
６２４万１，７４２円、諸支出金２００万
円となっています。平成２３年
度の主な支出は、この広報誌
の作成に係る広報誌作成事業
費、また「阿波・吉野川市観光
対策協議会」に対する助成で
す。その他、この特別会計の主
な財源となる中央地区広域振
興基金運用益の一部を基金と
して増資しました。今後もこ
の基金をより安全かつ効率的
に運用し、地域振興策を通じ
て圏域の地域発展に役立てた
いと考えています。

平成２３年度一般会計決算額
について、歳入総額は２０億９，５１３
万７，３１５円であり、吉野川市お
よび阿波市からの負担金１９億
２，２６４万１，０００円、消防施設整備
基金からの繰入金１億１，７９５万
５，０００円、繰越金２，９０６万８００円
が主な収入となっています。

平成２３年度中央地区広域振
興事業特別会計決算額につい
て、歳入総額は１，１６０万４，８５８円
であり、財産収入６９８万１，８１２円、
繰越金２６２万２，５１０円、諸収入と
して２００万５３６円となっていま
す。中央地区広域振興基金【約
５億２，０００万円】の運用益が主な
収入となっています。

議議議議 会会会会 だだだだ よよよよ りりりり

平成２４年９月定例会

平成２４年９月徳島中央広域連合議会定例会が平成２４年９月２８日に開催されました。
この定例会では次の報告および議案事項が提案され、原案のとおり可決および承認されました。
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１ 職員の任免及び職員数に関する状況

（１）職員採用の状況（平成２３年度） ア 一般職員採用なし イ 消防職員１３名採用（退職者の補充）
（２）職員の退職状況（平成２３年度） ア 一般職員なし イ 消防職員１３名退職
（３）部門別職員数の状況（平成２４年４月１日現在） ア 事務局総務課 ６名 イ 消防 １１７名（内事務局総務課併任２名、徳島県派遣１名）
（４）年齢別職員数の状況（平成２４年４月１日現在１２３人）

区分 年齢 ２０未満 ２０以上２５未満 ２５以上３０未満 ３０以上３５未満 ３５以上４０未満 ４０以上４５未満 ４５以上５０未満 ５０以上５５未満 ５５以上６０以下

一 般 職 員 － － － ２人 ３人 － － － １人

消 防 職 員 １人 ２９人 ２４人 ２４人 １１人 ７人 ４人 ６人 １１人

合 計 １人 ２９人 ２４人 ２６人 １４人 ７人 ４人 ６人 １２人

※職員数には、徳島県派遣職員１名を含む。

２ 職員給与の状況（平成２３年度）

（１）人件費の状況（平成２３年度普通会計決算）

ア 普通会計決算歳出額 ２，０７５，５９２千円
イ 人件費決算額 ９５６，６００千円

※一般職員（事務局総務課職員）および消防職員の給与、諸手当、
共済費、退職手当負担金に、連合長、議員、監査委員など、介護認定
審査委員および障害者自立支援審査委員の報酬などを合わせた
額である。（一般職員と消防職員は行政職給料表（一）を適用）

（６）特別職の報酬の状況（平成２４年４月１日現在）

区 分 報 酬 額 備 考

連 合 長 ８０，０００円 年額

副 連 合 長 ３０，０００円 年額

議 長 ３０，０００円 年額

副 議 長 ２０，０００円 年額

議 員 ２０，０００円 年額

監査委員
議員から選任 ６０，０００円 年額

識見者から選任 １２０，０００円 年額

選 挙 管 理 委 員 ６，２００円 日額

介 護 認 定 審 査 委 員 ２１，０００円 日額

障 害 者 自 立 支 援 審 査 委 員 ２１，０００円 日額

（７）職員手当の状況

ア 期末・勤勉手当（平成２３年度）

区 分 期末手当 勤勉手当

６月期 １．２２５月分 ０．６７５月分

１２月期 １．３７５月分 ０．６７５月分

計 ２．６月分 １．３５月分

加算措置 職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

イ 住居手当（平成２３年度）

区 分 支 給 額

借家、借間
居住者

●月額２３，０００円以下の家賃などを支払っている職員。
（家賃額から１２，０００円を控除した額。）
●月額２３，０００円を超える家賃などを支払っている職員。
（２３，０００円を超える額の１／２に１１，０００円を加えた額、ただ
し、最高支給限度額２７，０００円）

自家居住者 ●所帯主である職員１，５００円（平成２３年１２月１日付廃止）

ウ 退職手当（平成２３年度）

区 分 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年以上 ２３．５０ヶ月 ３０．５５ヶ月

勤続２５年以上 ３３．５０ヶ月 ４１．３４ヶ月

勤続３０年以上 ４１．５０ヶ月 ５０．７０ヶ月

勤続３５年以上 ４７．５０ヶ月 ５９．２８ヶ月

最高限度額 ５９．２８ヶ月 ５９．２８ヶ月

※退職手当につきましては、徳島県市町村総合事務組合に事務委任しています。

（２）平均給与など月額および平均年齢の状況（平成２４年４月１日現在）

平 均 給 料 月 額 平 均 給 与 月 額 平 均 年 齢

２５７，６５１円 ２８３，８４２円 ３４．５歳

（３）職員の初任給の状況（平成２４年４月１日現在）

区分
徳島中央広域連合 国

初任給 採用２年経過 初任給 採用２年経過

大卒 １７２，２００円 １８４，２００円 １７２，２００円 １８４，２００円

高卒 １４０，１００円 １４８，５００円 １４０，１００円 １４８，５００円

（４）職員の経験年数・学歴別平均給料月額（平成２４年４月１日現在）

区分 経験年数
１０年以上１５年未満

経験年数
１５年以上２０年未満

経験年数
２０年以上２５年未満

大卒 ２８２，７８３円 ３１８，２６７円 ３５３，５００円

高卒 ２６９，５４０円 ３００，１５０円 ３６４，５３３円

（５）級別職員数の状況（平成２４年４月１日現在）

区分 標準的な職務 職員数 構成比（％）

７級 消防長またはこれに相当する職務 １人 ０．８

６級

１ 事務局長、課長、署長またはこれに相
当する職務

２ 特に困難な業務を分掌する課長補佐、
署長補佐またはこれに相当する職務

１２人（１） ９．８

５級

１ 課長補佐、署長補佐またはこれに相当
する職務

２ 困難な業務を分掌する係長またはこ
れに相当する職務

１３人 １０．６

４級 １ 係長の職務
２ 主査またはこれに相当する職務 １０人（３） ８．１

３級 特に高度な知識または経験を必要とする
業務を行う職務 ３３人（２） ２６．８

２級
典型的な業務を行う職務

１７人 １３．８

１級 ３７人 ３０．１

合 計 １２３人（６） １００．０

※（ ）内は一般職員

徳徳島島中中央央広広域域連連合合人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況

徳島中央広域連合における人事行政の運営等の状況を次のとおり公表します。
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（８）国との給料月額の水準比較（平成２３年度）

ラスパイレス指数 ９７．１（小数点以下第２位四捨五入）

※ラスパイレス指数は、国家公務員の給料を１００とした場合の連
合職員の給料水準を示したものです。なお、消防職については、国
家公務員に対応職種がないため、一般行政職と比較しています。

３ 職員の勤務時間その他勤務条件の状況

（１）勤務時間の状況（平成２３年度）

ア 毎日勤務職員
勤 務 日 月曜日～金曜日（休日・年末年始を除く。）
勤務時間 ８時３０分～１７時１５分
内、休憩時間１時間

イ 交替制勤務職員
勤 務 日 ３週間サイクルで７当務および１日勤
勤務時間 当務日は２４時間の内、勤務時間１５時間３０分
休憩時間 （拘束時間）８時間３０分、休息時間（１回１５分を３回）

日勤日については、毎日勤務者と同じ。

エ 時間外勤務手当（平成２３年度）

支給人員 １２０人

支給総額 １９，７６５，９７２円

職員１人当たりの平均支給額 １６４，７１６円

オ 休日勤務手当（平成２３年度）

支給人員 １０２人

支給総額 ２８，０２２，３１０円

職員１人当たりの平均支給額 ２７４，７２９円

カ 特殊勤務手当（平成２３年度）

支給人員 １１３人

支給総額 ７，６５８，８５０円

職員１人当たりの平均支給額 ６７，７７７円

手

当

の

種

類

出動手当 （１５０円／回） 消防活動、救助活動に出動した職員

出場手当 （１５０円／回） 救急出場した職員

救急救命士手当（３，０００円／月） 高規格救急車に乗務する救急救命士

防災ヘリコプター隊員手当（３，０００円／月） 防災ヘリコプター隊員として勤務する職員

非常招集手当 （１５０円／回） 災害発生時に招集された職員

夜間特殊勤務手当（５００円／回） 交替制勤務職員として深夜勤務をした職員

キ 扶養手当（平成２３年度）

扶 養 親 族 配偶者が扶養
親族

配偶者が扶養
親族でない 配偶者なし

配 偶 者 １３，０００円

子、父母などの内１人目 ６，５００円 ６，５００円 １１，０００円

子、父母などの内２人目 ６，５００円 ６，５００円 ６，５００円

そ の 他 の 扶 養 親 族 ６，５００円 ６，５００円 ６，５００円

１５～２２歳の子の加算 ５，０００円 ５，０００円 ５，０００円

※扶養親族とは、主として職員に扶養されている者。子とは、満２２歳に達するまでの間にある子。

ク 通勤手当（平成２３年度）

自動車などを使用し通勤する者

通 勤 距 離 支 給 額

２km以上～５km未満
５km以上～１０km未満
１０km以上～１５km未満
１５km以上～２０km未満
２０km以上～２５km未満
２５km以上～３０km未満
３０km以上～３５km未満
３５km以上～４０km未満
４０km以上～４５km未満
４５km以上～５０km未満
５０km以上～５５km未満
５５km以上～６０km未満

６０km以上

２，０００円
４，１００円
６，５００円
８，９００円
１１，３００円
１３，７００円
１６，１００円
１８，５００円
２０，９００円
２１，８００円
２２，７００円
２３，６００円
２４，５００円

イ 特別休暇

種 別 内容、取得条件など 付与日数

主
な
特
別
休
暇
な
ど

ドナー休暇 骨髄移植のための骨髄液の提供者として、検査入院など
が必要なとき 必要期間

結 婚 休 暇 職員の結婚に伴う必要と認められる行事など １０日を超えない期間

産 前 休 暇 ８週間以内（多胎妊娠の場合は１４週間）に出産予定である
職員 出産日までの申出期間

産 後 休 暇 職員が出産したとき ８週間を経過するまでの期間

育児時間休業
生後満１歳に達しない子を育てる職員が、必要と認められ
る授乳などを行うため勤務しないことがやむを得ないと
認められるとき

１日２回それぞれ３０分以内の期間

妊娠及び分娩後
の保健指導又は
健康診査休暇

妊娠中又は分娩後に母子保健法に規定する保健指導又は
健康診査を受ける場合

●妊娠７月まで（４週間に１回）
●８月～９月まで（２週間に１回）
●１０月～分娩まで（１週間に１回）
●分娩後１年まで（１回）

生 理 休 暇 生理日において勤務することが著しく困難な場合 ２日を超えない範囲で必要とする期間

子の看護休暇 小学生修学の始期に達するまでの子を養育する職員が、
その子を看護する必要があるとき 一の年に５日以内

配偶者出産休暇 配偶者の出産時において夫の介助を必要とするとき ３日を超えない範囲で必要とする期間

忌 引 休 暇 職員の親族が死亡したとき
続柄に応じて付与
配偶者 １０日以内 血族父母７日以内
子 ５日以内 姻族父母３日以内

（２）休暇制度の状況（平成２３年）

ア 年次有給休暇

制度概要

１年につき２０日付与。
（現年付与分のみ翌年度に繰越可）

平均取得日数

１５．４日

※平成２３年採用者（１３名）および徳島
県派遣職員を除く。

平成２３年度人事行政の運営等の状況
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５ 職員の服務の状況（平成２３年度）

地方公務員法第３０条に「全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のた
めに勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなけれ
ばならない。」と規定されています。
職員には、命令に従う義務、秘密を守る義務、信用失墜行為および争議行為の
禁止などの義務が課されています。
平成２３年度におきましては、これらの服務違反に該当する者はありません。

６ 職員の研修（平成２３年度）

高度化、複雑多様化する住民のニーズに的確に対応するため、職員の資質・勤務能率の向上に努めています。

７ 職員の福祉および利益の保護の状況

（１）安全衛生管理体制の状況（平成２３年度）

労働安全衛生法に基づき、職員の安全衛生管理組織の確立、健
康管理の徹底および快適な職場環境
の形成を図るため、次の安全管理体制
をとっています。

（２）健康診断事業の状況（平成２３年度）

労働安全衛生法に基づき、職員の疾病予防、健康障害の早期発
見を図るため、定期健康診断およびその他の健康診断を実施
しました。

区 分 実 施 事 業 定期健康診断受診率
（人間ドックによるものを含む。）

連合長部局 定期健康診断（１回）、
人間ドック、がん検診 １００％

消 防 本 部 定期健康診断（２回）、
人間ドック、がん検診 １００％

（３）健康推進事業の状況（平成２３年度）

主 な
実施事業

●健康管理啓発研修（メンタルヘルスセミナー参加、
ビデオなどによる健康管理研修）

●保健講座、衛生管理研修への参加

（４）互助会制度の状況

協同互助会の規程に基づき、福利厚生事業を実施しました。
ア 会員数（平成２４年４月１日現在）

互助会名 会員数

徳島県市町村職員互助会 １２３人

イ 財源

区 分 会員掛金（円）A 連合負担金（円）B A : B

平成２３年度決算 １，２５４，４７１ １，２５４，４７１ １：１

（５）公務災害の状況

地方公務員災害補償法に基づき、地方公務員災害補償基金徳
島県支部が実施しました。
公務災害等の認定状況（平成２３年度）

区 分
認定件数

公務災害 通勤災害 計

連 合 長 部 局 ― ― ―

消 防 本 部 ― ― ―

設置数

１

１

委 員 会 名

安全委員会

衛生委員会

平成２３年度人事行政の運営等の状況

８ 職員の主な資格取得状況（平成２４年４月１日現在）

資格の種類 救急救命士 玉掛け技能士 小型移動式
クレーン

２級小型船舶
操縦士

大型自動車
免許

中型自動車
免許

ガス溶接
技能士

第２級特殊
無線技士

特定化学物質
等作業主任

取得者数 ２３人 ５２人 ４４人 ４２人 ５０人 ８人 ２３人 １１１人 １１人

４ 職員の分限および懲戒処分の状況
（平成２３年度）

分限処分および懲戒処分の該当者はありません。

区 分 研修の名称 受講者数 研修の概要

一般職員
派遣研修（徳島県など） ９人 介護認定審査会委員研修、介護認定審査会運営適正化研修、要介護認定適正化事業研修会、契約事務研修、

ハローワーク人権啓発研修、公正採用選考人権啓発推進員研修

職場内研修 ３０人 労働安全衛生研修、人権研修、健康管理研修

消防職員

派遣研修
（徳島県、徳島県市町村
衛生管理者協議会、徳
島県消防学校、消防大
学校、救急救命九州研
修所、病院実習ほか）

１４０人

消防庁消防大学校…上級幹部科
徳島県消防学校研修…初任科、予防科、機関科、救急科、初級幹部科、火災調査科、警防科、水難救助科、無線通信課程
徳島県…課長級研修、係長研修、職員研修�、防災対策研修�、パソコン研修、プレゼン研修、職場の安全衛生研修

会、安全運転管理者研修
徳島県市町村衛生管理者協議会…衛生管理者研修
救急救命九州研修所…救急救命士養成
病院実習…救急救命士病院実習、救急救命士就業前研修、気管挿管病院実習

職場内研修 ９５０人 人権啓発研修、交通安全運転研修、緊急車両安全運転研修、労働安全研修、労働衛生管理研修、救急救命士研修、
救急症例検討会、予防研修、消防実務研修、救急救助実務研修、機器取扱研修、健康管理研修

合 計 １１２９人

※平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの期間です。なお、人数については、延人数となっています。
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職員採用試験実施について
徳島中央広域連合HP http : //www.tcu.or.jp/

徳島中央広域連合では、つぎの日程で平成２５年４月採用予定の職員採用試験を行います。

申込・問い合わせ先
〒７７６-００１３
徳島県吉野川市鴨島町上下島２１-１
徳島中央広域連合事務局総務課
TEL：０８８３-２２-２２５５

試験種別 高等学校卒業程度
一次試験日 平成２５年２月３日（日）
受付期間 平成２５年１月７日（月）～

平成２５年１月２１日（月）
※郵送による申込みについては当日消印有効

職 種 消防吏員
募集人員１名程度
受験資格 昭和６２年４月２日から平成７年４月１日

までに生まれた方

※なお、申込用紙については、徳島中央広域連合事務局総務課・各消防署、吉野川市役所市民生活課（１階）および各支所窓口、阿波市役所総務課（１階）およ
び各支所窓口にて配布しています。詳しくは当広域連合ホームページに掲載していますのでご覧ください。

平成２５年度一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請受付について

徳島中央広域連合が発注する建設工事および物品購入などに係る入札に参加を希望する方は、以下のことを確認の上、申請してください。

■有効期間
①建設工事
平成２５年４月１日から平成２７年３月３１日まで（２年間）
②測量・建設コンサルタント等
平成２５年４月１日から平成２７年３月３１日まで（２年間）
③物品購入等
平成２５年４月１日から平成２７年３月３１日まで（２年間）

■注意事項
「物品購入等」の業務にて、平成２３年度および平成２４年度に申請
した方は、すべて有効期間が平成２５年３月３１日にて満了しますの
で、申請を希望する方は必ず申請してください。なお、平成２５年度
申請分の有効期間は、２年間となります。
■提出要領
各業務によって必要書類が異なります。徳島中央広域連合ホー
ムページ（http : //www.tcu.or.jp/)に詳細を掲載していますので、内容
をご確認の上、申請してください。

■提出期間
平成２５年１月１５日（火）から平成２５年１月３１日（木）まで
（土・日・祝日を除く。） 注）随時の受付はしていません。
■提 出 先
〒７７６-００１３徳島県吉野川市鴨島町上下島２１-１
徳島中央広域連合 事務局総務課 TEL：０８８３-２２-２２５５
【徳島中央広域連合消防本部・東消防署庁舎３階】
■提出方法
持参又は郵送（平成２５年１月３１日（木）消印有効）
【持参の場合】
受付時間：午前９時～正午、午後１時～午後５時（土・日・祝日を除く。）
■業務内容
①建設工事
②測量・建設コンサルタント等
③物品購入等

普通救命講習会の開催について

毎月第２日曜日に中消防署で定期的に

開催される普通救命講習会の他に、各消

防署の職員が各事業所や自治会などを訪

問し、普通救命講習会を開催しています。

お問い合わせ、お申し込みは各消防署へ

お願いします。

【写真は平成２４年１０月に四国合同通運株

式会社で開催された普通救命講習の様子

です。】

お 知 ら せ

徳島中央広域連合
消防本部・事務局総務課からの
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吉 野 川 市
梅梅のの花花ままつつりり
美郷の特産品である梅の花の開花時期に、さまざ
まなイベントが開催されます。まつり期間中は、各
梅園でのお接待、梅の花見ウォーク、梅の花ライト
アップ、梅の花の写真コンテストも行っています。
会場において、各種団体による特産品の販売もあ
ります。

●日 程／２月下旬～３月上旬
●開催場所／美郷ふれあい公園
●問合せ先／美郷梅の花まつり実行委員会
●電話番号／0883-43-2580

吉吉野野川川市市リリババーーササイイドドハハーーフフママララソソンン
吉野川市鴨島運動場をスタートし、吉野川南岸堤
防上を西東へ走る平坦なコース。「人とのふれあ
い、自然とのふれあい」をもとめて、早春の吉野川
の雄大さを満喫し、ハーフコースを走ってみませ
んか。

●日 程／３月１７日（日）
●開催場所／鴨島運動場
●問合せ先／吉野川市リバーサイドハーフマラソ

ン実行委員会事務局
●電話番号／0883-22-2271

江江川川・・鴨鴨島島公公園園ささくくららままつつりり
鴨島の春を最初に彩る桜、見所はなんといっても
江川・鴨島公園。公園一帯には桜の花が咲き乱れ、
お花見の人々でにぎわいます。

●日 程／３月下旬～４月上旬
●開催場所／江川・鴨島公園
●問合せ先／吉野川商工会議所
●電話番号／0883-24-2274

高高開開のの石石積積シシババザザククララままつつりり
急峻な山の斜面に段々畑や家を守る「高開の石積
み」は、にほんの里１００選や第１１回花の観光地づく
り大賞奨励賞を受賞し、日本の山村を代表する伝
統的な風景、文化的・歴史的遺産です。「高開の石積
み」にシバザクラが咲くとき、濃淡のピンクに白、
紫がかった桃色など、シバザクラのレースで石積
みは飾られます。

●日 程／４月上旬～４月下旬
●開催場所／吉野川市美郷 高開の石積み
●問合せ先／美郷宝さがし探検隊
●電話番号／0883-43-2888

藤藤井井寺寺 藤藤のの見見ごごろろ
弘法大師の手植えという五色に咲く藤で有名で
す。明治４４年に国の重要文化財にも指定された「木
造薬師如来座像」があります。本堂から南の山麓に
は、ミニ８８ケ所があり散策にピッタリです。ここか
ら第１２番札所焼山寺への遍路道は「最後まで残っ
た空海の道」として大切に保存されています。

●日 程／５月ごろ
●開催場所／藤井寺
●問合せ先／藤井寺 ●電話番号／0883-24-2384

高高越越寺寺錫錫杖杖祭祭
真言宗大覚寺派に属し、天智天皇（在位６６１年～６７１
年）の時代に役小角によって開基されたと伝えら
れています。かつては東の「吉野」、西の「高越」と並
び称され、修験道の道場としてにぎわいました。本
尊は金剛蔵王尊。入り口の山門には見事な彫刻が
施されています。

●日 程／５月第２日曜日
●開催場所／高越寺
●問合せ先／高越寺 ●電話番号／0883-42-2518

山山川川つつつつじじ祭祭りり
船窪つつじ公園には、約１，２００株のつつじが群生
し、５月中旬には巨大な株のオンツツジに燃えるよ
うなレンガ色の花が咲き乱れ、期間中は県内外か
らも多くの観光客が訪れます。また、「船窪のオン
ツツジ群落」として、国の天然記念物にも指定され
ています。

●日 程／５月中旬～５月下旬
●開催場所／船窪つつじ公園
●問合せ先／山川つつじ祭り実行委員会
●電話番号／0883-42-5642

空空海海ををたたどどるるいいややししのの道道ウウォォーークク
１，２００年前に空海が歩いたときの自然が残ってい
るへんろ道を歩き、自然や山野に親しむイベント
です。１１番札所藤井寺を出発し、１２番札所焼山寺を
経由し、鍋岩までの１５．６キロを歩く山地コースと、
１０番札所切幡寺から藤井寺を経由し、ひまわり農
産市までを歩く平地コースとがあります。

●日 程／５月第３日曜日
●開催場所／阿波市～吉野川市～神山町
●問合せ先／最後まで残った空海の道ウォーク実

行委員会
●電話番号／0883-22-2226

美美郷郷ほほたたるるままつつりり
国の天然記念物に指定されている「ホタル」の美し
さを、より多くの人に認識してもらうとともに、自
然の神秘さ、大切さを再確認していただき、美郷地
域の活性化を図ります。各種団体から模擬店の出
店、各種ゲーム等の催しも多彩。ホタル鑑賞ポイン
トの案内もしています。

●日 程／５月下旬～６月中旬
●開催場所／川田川周辺
●問合せ先／美郷ほたるまつり実行委員会
●電話番号／0883-43-2888

五五九九郎郎ままつつりり
明治・大正・昭和の時代を通じて活躍し、映画「ノン
キナトウサン」の主役を演じた鴨島町出身の、喜劇
俳優曽我廼家五九郎をたたえ、開催されます。１００
店あまりの夜店が並び、五九郎音頭の踊り、五九郎
太鼓、鳳翔太鼓の演奏やパレードが行われ、見物客
で賑わいます。

●日 程／６月最終土曜日
●開催場所／JR鴨島駅前中央通り
●問合せ先／五九郎まつり実行委員会
●電話番号／0883-24-2274

全全日日本本ウウォォーータターーササババイイババルル選選手手権権
全国でも珍しい水鉄砲による大会です。子供の部
と大人の部があり、毎年激しい戦いが行われてい
ます。水辺の楽校であるバンブーパークで開催し
ており、その名のとおり、子供には水で遊ぶ楽しさ
を、大人には水で遊んでいた懐かしさを思い出さ
せてくれるイベントになっています。

●日 程／７月下旬
●開催場所／バンブーパーク
●問合せ先／吉野川市商工会
●電話番号／0883-42-5642

阿 波 市
阿阿波波ddee フフェェススタタ
観光協会のマスコットキャラクター「あわみ
ちゃん」の阿波市観光大使就任・阿波ストリー
ム de９特番配信・阿波の野菜料理コンテスト・
農ボーイ農ガールのファッションショーなど、
盛りだくさんの内容で開催！

●日 程／３月２４日（日）
●開催場所／阿波市役所本庁特設会場
●問合せ先／阿波市観光協会
●電話番号／0883-35-4211

第第８８回回阿阿波波シシテティィママララソソンン
ゲストランナーにオリンピック選手などを迎
え、阿讃山麓広域農道を走ります。
２・３・５・１０キロのコースがあります。

●日 程／３月３日（日）
●開催場所／土成農業者トレーニングセンター出

発
●問合せ先／阿波市社会教育課
●電話番号／088-696-3969

スストトロロベベリリーーロローードド
国道沿いに特産のいちご販売店が並びます。甘
い香りが漂い、いちご狩りを楽しむこともでき
ます。

●日 程／３月～５月
●開催場所／土成町国道３１８号線沿い
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／0883-35-7875

ししばばざざくくらら街街道道
市場図書館・市場農村公園前に植えられたしば
ざくらが見頃になります。傾斜した花壇からこ
ぼれるように咲く花は可憐で、毎年大勢の見物
人でにぎわいます。

●日 程／４月中旬～下旬
●開催場所／市場町市場 市場図書館前
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／0883-35-7875

神神宮宮寺寺 ぼぼたたんん見見頃頃
ぼたんの寺として有名な神宮寺のぼたんが見
頃になります。約１３０種類のぼたんが境内いっ
ぱいに、豪華に咲きほこります。

●日 程／４月中旬～下旬
●開催場所／土成町 神宮寺
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／0883-35-7875

シシャャククヤヤクク見見頃頃
市場町尾開の広域農道北側の休耕田を利用し
た約１２００平方メートルの畑に、約千株のシャク
ヤクが植えられ、七重八重の豪華な花を咲かせ
ます。販売もあります。

●日 程／４月下旬～５月中旬
●開催場所／市場町尾開八坂
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／0883-35-7875

最最後後ままでで残残っったた空空海海のの道道ウウオオーークク
弘法大師ゆかりの遍路道をたどる１４．２キロの
ウオーキング。県外からのお遍路さんに珍しい
と評判の「潜水橋」を２つ渡って行く道です。

●日 程／５月第３日曜日
●開催場所／切幡寺から藤井寺
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／０８８３-３５-７８７５

チチャャレレンンジジデデーー
スポーツの力で日本を元気にしよう！ と、今
年もチャレンジデーを開催します。１５分の軽い
運動でOK。あなたも参加しませんか？

●日 程／５月２９日（水）
●開催場所／いつでもどこでも、誰でも参加OK!
●問合せ先／阿波市チャレンジデー実行委員会
●電話番号／088-696-3969

第第２２回回大大久久保保谷谷川川ホホタタルル祭祭りり
地元の「大久保谷川ホタル保存会」が「地元の隠
れた名所を多くの人に知らせたい」と昨年から
開催。ホタルが醸し出す、優雅で幻想的な世界
をご覧ください。

●日 程／６月中旬
●開催場所／阿波町 大久保谷川沿い
●問合せ先／阿波市商工観光課
●電話番号／0883-35-7875

ウウオオーータターーパパーーククオオーーププンン
いよいよ夏到来！ プールの季節！ お待た
せしました！ 吉野ウオーターパークオープ
ンです！ 人気のウオータースライダーは県
西ではここにしかありません。

●日 程／７月１日（月）
●開催場所／吉野町 吉野支所横
●問合せ先／阿波市社会教育課
●電話番号／088-696-3969


	中央広域連合だより-表紙2013冬号.pdf
	徳島中央広域連合だより 冬号.pdf

